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【
森
正
雄
議
員
】

　

 

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
は
、
産

地
の
競
争
力
強
化
の
た
め
、
国
が

新
た
に
設
け
た
補
助
制
度
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

【
経
済
部
長
】

　

 

平
成
27
年
度
に
創
設
さ
れ
た
国
の

補
助
事
業
で
、
意
欲
あ
る
農
業
者

が
農
作
業
の
効
率
化
や
高
付
加
価

値
作
物
へ
の
転
換
に
よ
る
収
益
力

向
上
に
、
一
体
的
か
つ
計
画
的
に

取
り
組
む
た
め
に
必
要
な
農
業
機

械
・
施
設
等
の
導
入
を
支
援
す
る

事
業
で
あ
る
。

【
森
正
雄
議
員
】

　

 

今
回
、
補
正
予
算
に
計
上
し
た
事

業
の
内
容
は
。

【
経
済
部
長
】

　

 

上
野
地
区
の
大
豆
栽
培
作
付
け
転

換
事
業
と
黒
子
地
区
の
水
田
品
種

転
換
事
業
の
２
件
で
、
導
入
機
械

等
に
対
す
る
補
助
事
業
で
あ
る
。

【
森
正
雄
議
員
】

　

 

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
申
請

す
る
場
合
、
事
業
計
画
を
策
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
経
済
部
長
】

　

 

事
業
計
画
は
、
農
業
者
等
が
収
益

向
上
に
係
る
成
果
目
標
を
設
定
し

作
成
す
る
。
こ
の
事
業
計
画
を
も

と
に
、
農
業
再
生
協
議
会
で
産
地

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
計
画
書
を
作
成
し
、

産
地
の
範
囲
、
収
益
性
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
方
法
、
期
待
さ
れ

る
効
果
な
ど
を
位
置
付
け
る
。

【
森
正
雄
議
員
】

　

事
業
の
採
択
要
件
は
。

【
経
済
部
長
】

　

 

面
積
要
件
は
、
大
豆
に
つ
い
て
は

20
㏊
以
上
、
水
稲
は
50
㏊
以
上
で
、

収
益
性
向
上
の
成
果
目
標
を
設
定

し
、
そ
の
目
標
の
実
現
が
見
込
ま

れ
る
事
業
に
な
る
。

協
和
幼
稚
園
に
も
影
響
が
及
ぶ
と

思
う
。
保
護
者
の
意
見
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

 

幼
稚
園
の
保
護
者
に
は
、
ま
だ
説

明
を
し
て
い
な
い
。

【
稲
川
新
二
議
員
】

　

 

幼
稚
園
の
保
護
者
か
ら
も
意
見
を

聞
く
必
要
は
あ
る
と
思
う
が
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

今
後
検
討
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

【
稲
川
新
二
議
員
】

　

整
備
ま
で
の
計
画
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

 

今
後
は
測
量
を
行
い
、
年
明
け
に

事
業
者
の
募
集
、
来
年
度
の
早
い

時
期
に
事
業
者
を
決
定
し
、
平
成

30
年
第
２
回
ま
た
は
第
３
回
定
例

会
に
条
例
等
の
改
正
案
を
提
出
し

て
い
き
た
い
。

【
稲
川
新
二
議
員
】

　

 

協
和
保
育
所
を
民
間
に
移
譲
す
る

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

 

本
年
４
月
現
在
、
本
市
の
待
機
児

童
は
５
人
、
希
望
す
る
保
育
所
な

ど
に
入
所
で
き
な
い
児
童
が
約
90

人
い
る
。
こ
の
対
策
の
一
環
と
し

て
、
定
員
を
増
や
し
た
認
定
こ
ど

も
園
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。
隣
接
す
る
旧
協
和
総

合
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
の
一
部
を
含

め
、
将
来
的
に
は
協
和
地
区
の
教

育
、
保
育
、
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
な
る
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど

も
園
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

財
政
面
は
、
公
立
で
運
営
す
る
よ

り
も
民
間
で
運
営
す
る
方
が
か
な

り
有
利
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
実
施
主
体
に
つ
い
て
は

民
間
事
業
者
に
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
稲
川
新
二
議
員
】

　

 

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
は
、
当
然

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
と
は

議
案
第
78
号

協
和
保
育
所
が
民
間

移
譲
に
な
る
経
緯
は

問 議
案
第
78
号

質

案

議

疑

議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
４
人
の
議
員
が
質
疑
を
し
ま
し
た
。

問

議案質疑
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【
三
浦
譲
議
員
】

　

 

『
る
る
ぶ
』
の
こ
れ
ま
で
の
配
布

状
況
と
配
布
に
よ
る
効
果
・
手
応

え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
経
済
部
長
】

　

 

市
内
で
は
、
掲
載
店
舗
・
公
共
施

設
・
金
融
機
関
・
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
ほ

か
鉄
道
の
各
駅
、
市
外
で
は
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
関
東
、
関
東
の
各
道
の
駅
、

観
光
協
会
な
ど
に
配
布
し
て
い

る
。
今
後
、
東
京
に
あ
る
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ

ん
」
や
「
茨
城
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
得
ら
れ

る
場
所
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
の
配

布
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

れ
ま
で
の
配
布
部
数
は
８
月
末
で

４
万
９
，
３
６
４
冊
。
実
際
に

『
る
る
ぶ
』
を
手
に
と
り
、
本
市

を
訪
れ
る
方
も
お
り
、
一
部
の
飲

食
店
で
は
行
列
が
で
き
る
な
ど
、

配
布
に
よ
る
効
果
が
出
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
『
る
る
ぶ
』
を
譲
っ

て
も
ら
い
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ

も
多
数
あ
る
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

 

一
番
効
果
が
あ
る
と
思
っ
た
の
は
、

名
物
の
食
べ
物
で
あ
る
。
開
店
前

か
ら
行
列
が
で
き
る
な
ど
の
反
応

が
あ
る
そ
う
だ
が
、
具
体
的
に
は
。

【
経
済
部
長
】

　

 

飲
食
店
で
は
、
市
内
の
ラ
ー
メ
ン

店
。
下
館
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
宣
伝

も
あ
り
、
い
ず
れ
も
行
列
が
で
き

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　
 

配
布
に
よ
る
市
外
や
県
外
か
ら
の

効
果
は
。

【
経
済
部
長
】

　

 

イ
ベ
ン
ト
関
係
で
は
、
現
地
ま
で

の
行
き
方
や
場
所
の
確
認
な
ど
、

以
前
よ
り
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て

い
る
。

の
減
少
を
鑑
み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、

長
期
の
財
政
計
画
を
策
定
し
な
が

ら
予
算
編
成
を
慎
重
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

 

来
年
度
予
算
編
成
で
は
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
の
イ
ン
フ
ラ
対
策
も

必
要
に
な
る
と
思
う
が
。

【
総
務
部
長
】

　

 

現
在
、
第
３
次
行
政
改
革
を
進
め

る
中
で
基
本
方
針
と
し
て
公
共
施

設
適
正
配
置
を
実
施
し
て
お
り
、

所
管
課
と
財
政
事
情
等
を
考
慮
し

な
が
ら
進
め
た
い
。
ま
た
、
個
別

の
施
設
修
繕
計
画
等
に
つ
い
て
は

所
管
課
で
の
対
応
と
な
る
が
、
状

況
に
応
じ
、
行
政
改
革
担
当
と
相

談
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

 

昨
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
市

税
の
減
収
、
普
通
交
付
税
の
算
定

替
え
に
よ
る
減
収
等
が
あ
っ
た
。

今
後
、
財
政
的
に
厳
し
く
な
る
と

思
う
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
来
年
度
の

予
算
編
成
等
、
今
後
の
財
政
運
営

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

【
企
画
部
長
】

　

 

市
税
の
見
込
み
で
は
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
も
あ
り
、
何
も
し
な
け

れ
ば
、
税
収
は
減
少
し
て
い
く
と

予
想
さ
れ
る
が
、
本
市
に
お
い
て

は
企
業
誘
致
に
成
功
し
、
今
後
固

定
資
産
税
の
増
加
、
景
気
に
よ
っ

て
は
法
人
税
割
の
大
幅
な
増
加
も

望
め
る
か
と
期
待
す
る
。
普
通
交

付
税
に
つ
い
て
は
平
成
32
年
に
は

優
遇
措
置
が
な
く
な
り
減
少
す
る
。

ま
た
、
昨
年
度
、
今
年
度
と
財
政

調
整
基
金
等
を
取
り
崩
し
当
初
予

算
の
編
成
の
た
め
の
財
源
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。
税
収
や
基
金
等

観
光
資
源
開
発
事
業

に
つ
い
て

議
案
第
78
号

決
算
を
ふ
ま
え
て

今
後
の
財
政
運
営
は

問 認
定
第
１
号

問

るるぶ筑西市

議案質疑


